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誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

　
　
　
　
　
　

社
会
の
実
現
を
望
ん
で
い
ま
す

Ｑ　

み
な
さ
ん
の
団
体
の
活
動
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

土
井
長
常
務
理
事　

障
が
い
者
ア
ス

リ
ー
ト
の
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
や
普
及

及
び
啓
発
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
指
導
者
養

成
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
、
活
力
の

あ
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

郷
力
理
事
長　

小
中
高
校
の
陸
上
大

会
運
営
、
各
団
体
の
記
録
会
や
練
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
中
学
の
先

生
や
学
生
補
助
員
な
ど
、
若
い
人
を

取
り
込
ん
で
大
会
運
営
し
て
い
ま
す
。

松
田
副
会
長　

年
に
卓
球
大
会
を
6

回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
会
が

な
い
月
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
方

を
レ
ベ
ル
分
け
し
て
月
例
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

花
守
副
委
員
長　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

招
い
て
の
陸
上
教
室
や
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
を
作
っ
て
小
学
校
へ
の
普
及
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
指
導
者
の
ラ

イ
セ
ン
ス
発
行
を
す
る
た
め
に
講
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

課
題
や
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

土
井
長
常
務
理
事　

指
導
者
は
受
講

料
や
年
会
費
な
ど
、
お
金
が
た
く
さ

ん
か
か
る
上
、
活
躍
の
場
が
少
な
い
。

損
得
で
動
く
の
で
は
な
く
、
熱
い
気

持
ち
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田
副
会
長　

年
齢
的
に
中
間
層
が

少
な
い
た
め
指
導
者
の
育
成
が
難
し

い
で
す
。

郷
力
理
事
長　

2
年
後
の
部
活
指
導

員
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
ク
ラ
ブ
活

大道議員、片山議員が聴く

東広島市の
スポーツ環境について

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　今年、日本において57年ぶりに東京オリン
ピック及びパラリンピックが開催されました。
東広島市では様々なスポーツが盛んに行われ
ています。子どもから高齢者、そして障がい
者のみなさんがスポーツに参加する環境づく
りに尽力されている方々にお話を伺いました。

一般社団法人　広島県障害者
スポーツ協会
常務理事　
土井長　和典さん

広島陸上競技協会指導者
普及委員
副委員長
花守　慎太郎さん

東広島市陸上競技協会

理事長
郷力　禮三さん

東広島市卓球協会

副会長
松田　益枝さん

プロフィール
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動
が
指
導
者
も
含
め
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
市
と
し
て
も
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と

の
連
携
や
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

花
守
副
委
員
長　

今
の
子
ど
も
た
ち

は
、
昔
の
子
ど
も
た
ち
と
比
べ
て
、

運
動
能
力
の
格
差
が
大
き
い
と
感
じ

ま
す
。

Ｑ　

市
へ
の
要
望
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

土
井
長
常
務
理
事　

陸
上
競
技
場
の

ス
タ
ン
ド
に
上
が
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
欲
し
い
で
す
。
ま
た
障
が
い
者
ト

イ
レ
も
少
な
い
。
学
園
都
市
、
福
祉

の
ま
ち
東
広
島
と
し
て
、
率
先
し
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

郷
力
理
事
長　

陸
上
競
技
場
が
今
年

3
回
ほ
ど
冠
水
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
芝

生
な
ど
が
損
傷
し
、
大
会
も
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
試
合
が
で
き
る
よ
う

に
修
繕
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

花
守
副
委
員
長　

部
活
指
導
員
の
全

国
大
会
へ
の
帯
同
な
ど
に
は
ラ
イ
セ

ン
ス
が
必
要
で
、
陸
上
で
は
4
万
円

く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
そ
の
補
助
を

市
が
し
て
く
れ
る
と
指
導
者
の
裾
野

が
広
が
る
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

土
井
長
常
務
理
事　

当
団
体
は
令
和

4
年
4
月
の
公
益
社
団
法
人
化
を
目

指
し
て
お
り
、
皆
様
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
田
副
会
長　

全
国
大
会
出
場
時
に

市
か
ら
選
手
た
ち
に
奨
励
金
が
出
る
。

あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
で
、
今
後
も

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

郷
力
理
事
長　

過
去
に
開
催
さ
れ
て

い
た
東
広
島
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
は

3
千
人
く
ら
い
参
加
さ
れ
、
親
子
で

ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
り
す
る
風
景
が
あ

り
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
新

し
い
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し

た
い
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

花
守
副
委
員
長　

走
る
動
き
は
基
本

的
に
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
ま

す
。そ
こ
が
楽
し
く
で
き
れ
ば
、そ
の

動
き
は
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
も
繋
が
っ

て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
気
づ
き
や
楽

し
み
が
広
が
っ
て
、将
来
的
に
ス
ポ
ー

ツ
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
日

を
年
3
回
ほ
ど
市
が
率
先
し
て
開
催

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

①　取材風景
②　ボッチャキャラバン
　　小学校での体験会
③　障害者スポーツ人権教室
④　中国卓球選手権大会
⑤　広島県障害者陸上競技大会

❶

❷

❸

❹ ❺

※ボッチャ　　  脳性麻痺などにより運動能力に障害がある競技者向けに考案された障害者スポーツ。赤また
は青の皮製ボールを投げ、「ジャックボール」と呼ばれる白い目標球にどれだけ近づけられ
るかを競う競技。パラリンピックの公式種目となっている。
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令和３年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和３年８月30日～10月４日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…４件　●予算案…５件　●同意案…２件　●諮問…３件
●その他…７件　●議員提出議案…１件

（●全会一致可決…21件　●賛成多数可決…１件）
ただし、10月４日に議決された案件は除きます。なお、それらの案件は12月発行の臨時号に掲載予定です。

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 創生会 清新の会 創志会 公明党 令和会 市民クラブ
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

龍
馬
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

加
藤　

祥
一

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

竹
川　

秀
明

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

鈴
木　

利
宏

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

重
光　

秋
治

石
原　

賢
治

議案第109号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席
※表決が分かれた議案名　議案第109号　公の施設の指定管理者の指定について（道の駅西条のん太の酒蔵）

や
組
織
」、「
施
設
の
効
用
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
こ
と
」
の
点
数
が
非

常
に
高
い
が
、
何
を
評
価
し
た
の
か
。

Ａ 　

県
内
の
大
型
商
業
施
設
の
運
営
実

績
が
あ
る
こ
と
、
市
内
の
Ｊ
Ａ
、
漁
協

を
は
じ
め
と
し
た
地
元
生
産
者
団
体

や
飲
食
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
事

業
の
企
画
が
あ
っ
た
こ
と
、
大
学
や
西

条
農
業
高
等
学
校
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携

し
、
地
元
の
方
々
と
の
話
し
合
い
を

持
っ
た
上
で
、
見
え
る
化
を
し
て
説
明

さ
れ
た
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
会
議
で
の
討
論

　

  　
　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
原
因

で
あ
る
指
定
管
理
者
制
度
は
検
証
の

必
要
が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対

◎
指
定
の
内
容

○ 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る 

公
の
施
設
の
名
称

　

  

東
広
島
市
道
の
駅
西
条
の
ん
太
の
酒
蔵

○
指
定
管
理
者
の
名
称

　

株
式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

○
指
定
期
間

　

令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら

　

令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

こ
の
道
の
駅
は
防
災
道
の
駅
と
し
て

避
難
所
機
能
を
有
す
る
が
、
実
際
に
災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
指
定
管
理
者
が

避
難
者
の
誘
導
な
ど
を
行
う
の
か
。

Ａ 　

非
常
時
に
は
そ
う
い
っ
た
対
応
も

し
て
い
た
だ
く
。

Ｑ 　

指
定
管
理
者
の
選
定
審
査
の
評
価

項
目
の
う
ち
、「
事
業
へ
の
具
体
的

な
取
組
み
」
と
「
施
設
の
運
営
体
制

〈
議
案
第
109
号
〉

道
の
駅
西
条
の
ん
太
の
酒
蔵
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

議案書、提出議案説
明書など、本会議資
料は、こちらのQR
コードからご覧い
ただけます。
リンク後、「議案一
覧」をクリックして
ください。
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令和３年第３回定例会　議案の概要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
事
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
や
新
分
野
展
開

な
ど
を
図
る
市
内
の
事
業
者
を
広
く
支
援
す
る
制
度
の
創
設
に
要
す
る
経
費
な
ど
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、
今
年
の
7
月
及
び
8
月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た
箇
所
の
応

急
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
追
加
す
る
た
め
、
総
額
に
20
億
6
，
8
6
1
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
923
億
1
，
9
4
3
万
円
と
す
る
令
和
3
年
度
補
正
予

算
（
第
5
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
118
号
〉

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）
を
可
決

補正予算（第５号） 補正額20億6,861万円
〈うち新型コロナウイルス感染症対策分１億6,893万２千円〉
 ①経営維持パッケージ支援（137,100千円）
 　・ビジネスチェンジ支援
 　・国助成制度（事業再構築補助金）の活用促進
 　・東広島SAKE  DE  KANPA I ！！キャンペーン
 ②子ども支援・保護者支援
 　・日帰り型産後ケア事業・産前産後家事支援事業の拡充
 　　（4,001千円）
 ③教育支援
 　・潜在的な困窮学生も含め、食の面での生活支援
 　　（7,409千円）
　　　　　など
〈うち災害対策分12億2,200万円〉
 ①災害復旧工事の推進
 　・ 土木施設（道路・河川）の災害復旧（1,037,000千円）
 　・農業用施設の災害復旧（185,000千円）
 ②維持補修の加速化
 　・市道等道路維持修繕（182,000千円）
 　・河川維持修繕（20,000千円）
 ③避難所運営協力交付金の追加（2,953千円）

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

避
難
所
運
営
の
交
付
金
の
補
正
に

よ
り
、
ど
の
く
ら
い
の
数
の
避
難
所

を
何
日
運
営
で
き
る
の
か
。

Ａ 　

21
か
所
の
避
難
所
を
3
日
運
営
で

き
る
。

Ｑ 　

避
難
所
運
営
交
付
金
の
具
体
的
な

使
途
は
何
か
。

Ａ 　

避
難
所
開
設
の
協
力
金
、
実
際
に

住
民
自
治
協
議
会
で
避
難
所
運
営
を

い
た
だ
く
場
合
の
運
営
協
力
金
、
住

民
自
治
協
議
会
が
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
光
熱
水
費
相
当

分
と
し
て
維
持
管
理
金
を
お
支
払
い

す
る
。

Ｑ 　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
困
窮
し
て
い
る
学

生
へ
の
東
広
島
市
産
の
米
の
配
布
は
何

人
分
ぐ
ら
い
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 　

困
窮
し
て
い
る
学
生
の
把
握
が
難

し
い
状
況
は
あ
る
が
、
広
島
大
学
、

総
務
委
員
会
関
係
分

近
畿
大
学
工
学
部
、
広
島
国
際
大
学

の
合
わ
せ
て
約
1
万
7
，
0
0
0
名

の
約
1
割
に
あ
た
る
1
，
7
0
0
名

を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ 　

困
窮
し
て
い
る
学
生
へ
の
東
広
島

市
産
の
米
の
配
布
に
つ
い
て
、
ニ
ー

ズ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

Ａ 　

各
大
学
と
協
議
を
す
る
中
で
、
物

資
の
支
援
、そ
の
中
で
も
、米
の
ニ
ー

ズ
が
学
生
の
中
で
比
較
的
高
い
と
い

う
声
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ 　

日
本
酒
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

酒
造
組
合
、
東
広
島
市
内
の
全
て
の

生
産
者
が
対
象
な
の
か
。
あ
る
い
は
、

※
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
だ
け
を
設
け
て
い
る

と
こ
ろ
の
業
者
が
対
象
な
の
か
。

Ａ 　

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
な
い
蔵

元
が
1
社
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
以
外
に
も
電
話
や
フ
ァ

ク
ス
な
ど
で
注
文
は
受
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
対
象
と
し

て
考
え
て
い
く
。

市
民
経
済
委
員
会
関
係
分

※ECサイト　　  自社の商品やサービスを、インターネット上に置いた独自運営のウェブサイト
で販売するサイトのこと。
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令和３年第３回定例会　議案の概要

○
施
行
期
日

　

  

住
民
合
意
を
経
て
行
わ
れ
る
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
係
る
都
市
計

画
の
決
定
の
告
示
が
あ
っ
た
日
等
。

た
だ
し
、
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
条
例
公
布
の
日
か
ら
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
な

る
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ 　

な
る
べ
く
早
く
と
の
思
い
は
あ
る

が
、
住
民
の
方
々
と
の
同
意
を
得
る

必
要
も
あ
り
指
定
ま
で
の
期
間
を
見

込
む
こ
と
は
難
し
い
。

◎
条
例
の
内
容

○
保
存
活
用
計
画

　

  

教
育
委
員
会
は
、
東
広
島
市
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
の

意
見
を
聴
い
て
、
保
存
地
区
の
保
存

及
び
計
画
を
定
め
ま
す
。

○
現
状
変
更
行
為
の
規
制

　

  

保
存
地
区
内
に
お
い
て
次
の
行
為
を
行

う
場
合
は
、
市
長
及
び
教
育
委
員
会
の

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

・ 

建
築
物
等
の
新
築
、
増
築
、
改
築
、

移
転
又
は
除
却

　

・
建
築
物
等
の
外
観
変
更
な
ど

○
経
費
の
補
助
等

　

  

保
存
地
区
内
で
の
建
造
物
等
及
び
環

境
物
件
の
管
理
、
修
理
、
復
旧
等
へ

の
補
助
に
つ
い
て
規
定
し
ま
す
。

〈
議
員
提
出
議
案
第
7
号
〉

少
人
数
学
級
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

〈
議
案
第
114
号
〉

東
広
島
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
を
制
定
し
ま
す

　

都
市
計
画
に
定
め
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
現
状
変
更
の
規
制
や
、
補
助

の
内
容
な
ど
、
町
並
み
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
少
人
数

学
級
の
早
期
実
現
と
教
職
員
定
数
の
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
を
、
国
会
及
び
政
府
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

意見書の要旨
　令和３年３月の法改正を受け、公立小学校の学級編制標準が段階
的に35人に引き下げられるが、今後、小学校だけでなく、中学校・
高等学校等での35人学級の実現が必要である。あわせて教職員定数
の改善も求められている。
　また、義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の
中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられたが、国の
施策として定数改善に向けた財源保障を行い、子どもたちが全国ど
こに住んでいても一定水準の教育を受けられることは憲法の理念に
も適うものである。
　よって地方自治体が計画的に教育行政を推進することが出来るよ
う、国会及び政府に対し次項の措置を講じるよう求める。

１　  中学校・高等学校での35人学級を早期に実施すること。またさ
らなる少人数学級についても検討すること。

２　  子どもたちの豊かな学びを実現するため、教職員定数の改善を
推進すること。

３　  教育の機会均等と水準向上を図るため、義務教育費国庫負担制
度の国負担割合を引き上げること。

○送付先
　  衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
文部科学大臣
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一 般 質 問

※脱炭素社会　　  地球温暖化の原因となる温室効果ガスの実質的な排出量ゼロを実現する社会。「カーボンニュートラル」とも呼ばれる。
　東広島市史編さん事業　　  東広島市の歴史を明らかにするとともに市民の郷土に対する理解と関心を深め、今後の魅力あるまちづ

くりに資するための基本的歴史資料として「東広島市史」を作成しようとするもので、10年程度の作成
期間を要するプロジェクト。

※内水氾濫　　  堤防から水が溢れなくても、河川へ排水する川や下水路の排水能力の不足などが原因で、降った雨を排水処理で
きなくて引き起こされる氾濫。

高
垣
市
政
と
２
期
目
へ
の

挑
戦
に
つ
い
て

質　

問

　

高
垣
市
長
に
お
い
て
は
、
こ
の
3
年

半
の
間
、
多
様
な
施
策
を
展
開
し
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
基
本
と
な
る
考
え
方
は
、

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
に
ま
と
め

ら
れ
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
等
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
る
中
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
か
ら

高
垣
市
政
は
高
く
評
価
で
き
る
。
そ
こ

で
、
高
垣
市
政
1
期
目
の
成
果
と
課
題
、

2
期
目
挑
戦
へ
の
思
い
に
つ
い
て
お
聞

き
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

市
政
1
期
目
に
つ
い
て
は
、
2030
年
の

東
広
島
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
な
が

ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
多
く
の
施

策
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

東
広
島
市
特
有
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
再
度
市
民
の
皆
様
の
ご
負
託
が
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
「
や
さ
し
い
未

来
都
市
、
東
広
島
」
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
た
い
。

※
内
水
氾
濫
が
起
こ
る
原
因

は
何
か
？

質　

問

　
「
内
水
氾
濫
」
と
は
、
河
川
の
水
位

上
昇
に
よ
っ
て
、
支
流
や
用
水
路
な
ど

の
水
が
、
宅
地
等
に
あ
ふ
れ
出
る
現
象

だ
が
、
農
地
の
宅
地
化
に
よ
っ
て
、
そ

の
こ
と
が
助
長
さ
れ
は
し
な
い
か
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

貯
水
機
能
を
持
っ
た
農
地
の
宅
地
化

が
、
内
水
氾
濫
の
一
因
に
な
っ
て
い
る

地
区
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
河
川
本
川
の
拡
幅
改
良
、

調
整
池
な
ど
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
。

※
脱
炭
素
社
会
の
実
現
！

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

質　

問

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
本
市

の
意
気
込
み
と
国
の
施
策
へ
の
対
応
や
、

既
に
行
っ
て
い
る
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
を
伺
う
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
に
つ
い
て
本
市
の
認
識
と
、

太
陽
光
発
電
に
関
す
る
本
市
の
状
況
と

普
及
の
方
向
性
、
課
題
点
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

社
会
全
体
の
意
識
が
高
ま
り
、
さ
ら
な

る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
国
の
動
き
に
も
注
視
し
な
が

ら
各
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
つ
い
て
は
太

陽
光
発
電
を
中
心
に
普
及
促
進
し
て
い

く
。

歴
史
・
文
化
の
継
承
、
※
東

広
島
市
史
編
さ
ん
事
業
！

質　

問

　

本
年
度
着
手
し
た
東
広
島
市
史
編
さ

ん
事
業
に
つ
い
て
、
基
本
方
針
、
基
本

計
画
、
事
業
推
進
体
制
な
ど
や
歴
史
研

究
団
体
等
の
連
携
構
想
を
伺
う
。
ま
た
、

活
用
に
際
し
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
コ

ミ
ッ
ク
本
の
制
作
を
提
言
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

令
和
6
年
に
市
制
施
行
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
事
業
を
記
念
碑

的
事
業
と
し
て
、
ま
ず
は
酒
造
り
の
歴

史
や
西
条
教
育
な
ど
、
近
現
代
史
の
刊

行
を
目
指
し
て
、「
東
広
島
市
史
編
さ

ん
委
員
会
」
を
設
置
し
、
関
係
者
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
る
。
提
言
の
コ
ミ
ッ

ク
本
制
作
も
前
向
き
に
検
討
す
る
。

一 般 質 問

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■環境に配慮した社会システム
の構築

■歴史・文化の次世代への継承

一般質問の
動画はコチラ

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■東広島市政について
■東広島市の災害について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＩＣＴ　　  情報通信技術。パソコンだけでなくスマートフォンやスマートスピーカーなど、様々な形状のコンピューターを使った情報処理や通
信技術の総称

　ＤＸ　　  デジタルトランスフォーメーションの略。進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化さ
せること。

本
市
の
交
通
安
全
施
策
に

つ
い
て

質　

問

　

令
和
3
年
6
月
に
起
き
た
千
葉
県

八や
ち
ま
た街
市
で
の
、
小
学
校
の
児
童
が
死

傷
し
た
交
通
事
故
を
受
け
開
催
さ
れ
た
、

本
市
で
の
通
学
路
安
全
推
進
会
議
等
の

開
催
状
況
と
、
各
小
中
学
校
等
か
ら
の

改
善
要
望
を
、
ど
の
様
に
地
域
や
学
校

へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　
　
　
　

藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

今
年
度
は
、
千
葉
県
で
の
事
故
の
報

道
を
受
け
、
例
年
よ
り
1
か
月
早
い
7

月
7
日
に
東
広
島
市
通
学
路
安
全
推
進

会
議
を
開
催
し
、
各
学
校
か
ら
の
要
望

66
件
に
つ
い
て
確
認
し
、
9
月
を
目
途

に
合
同
点
検
を
予
定
し
て
い
る
。

　

地
域
や
学
校
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、
抽
出
し
た
危
険
な
場
所

の
調
査
・
検
討
を
行
い
、
信
号
機
や
一

時
停
止
標
識
の
新
設
等
、
地
域
や
通
学

路
の
交
通
安
全
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

近
年
の
市
街
地
の
拡
大
や
局
地
的
豪

雨
等
に
よ
り
、
西
条
町
土
与
丸
等
の
市

街
地
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

治
水
対
策
の
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
廣
川
下
水
道
部
長

　

急
速
に
宅
地
化
が
進
む
西
条
地
区
の

低
い
土
地
で
の
浸
水
被
害
が
拡
大
傾
向

に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
特
に
土
与

丸
地
区
に
お
い
て
は
、
現
地
を
調
査
し

対
応
を
検
討
す
る
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
性
化
及
び
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
東
広
島
市

地
域
情
報
化
計
画
を
2000
年
度
よ
り
策
定

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
の
方
針

を
踏
ま
え
、
今
年
2
月
に
、「
東
広
島

市
※
Ｄ
Ｘ
推
進
基
本
方
針
」を
策
定
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
民
・
暮
ら
し
の
Ｄ

Ｘ
、
大
学
・
産
業
Ｄ
Ｘ
等
の
重
点
分
野

を
中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
、
分
か
り
や
す
く
、
最
適
な
や
り

方
で
、
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
の
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る

取
組
に
つ
い
て

質　

問

　

5
つ
の
分
野
に
お
い
て
戦
略
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
・
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
6
億
6
，
5
8
0
万
円
の
予
算
を

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
事
業
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
年
度
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
し
て
35
事

業
を
掲
げ
、
21
の
事
業
が
す
で
に
実
施

済
、
ま
た
は
現
在
実
施
中
で
あ
る
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
福
祉
の
Ｄ
Ｘ
推

進
チ
ー
ム
で
は
、
介
護
予
防
効
果
検
証

を
目
的
に
、
通
い
の
場
の
デ
ー
タ
の
見

え
る
化
・
分
析
等
を
広
島
大
学
情
報
科

学
部
と
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
一
般
接
種
に
、
ウ
ェ

ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

一 般 質 問

大
だいどう

道　博
ひ ろ お

夫
（創志会）

質問した項目
■ICT活用による行政サービス
の向上について

一般質問の
動画はコチラ

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■本市の交通安全施策について
■災害に強い地域づくりの推進
について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※若年性認知症　　18歳～64歳で発症する認知症のこと。

※ＩＣＴ　　８ページ参照
　モバイルルータ―　　  インターネットに接続するための通信端末であるWi－Fiルーターを持ち運びができるように小型化・軽

量化したもの

農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
組

質　

問

　

大
学
や
試
験
研
究
機
関
、
商
業
者
等

の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
新
た

な
畜
産
経
営
部
門
と
し
て
地
鶏
事
業
が

3
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
独
自
の
品

種
「
東
広
島
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
」
と
し
て

推
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
生
産
拡
大
と

ブ
ラ
ン
ド
化
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
ま
で

「
東
広
島
こ
い
地
鶏
」
を
開
発
し
、
広

島
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
ガ
ル
ス

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
」
を
中
心
に
事
業

者
が
施
設
整
備
を
行
い
、
生
産
体
制
の

確
立
と
地
鶏
の
供
給
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
校
の
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

状
況
に
つ
い
て

質　

問

　

現
在
、
児
童
生
徒
1
人
1
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
普
及
は
、
達
成
で
き
て
い
る

と
思
う
が
、
児
童
生
徒
各
々
の
家
庭
で

の
ネ
ッ
ト
環
境
の
違
い
が
あ
る
と
思
う
。

市
と
し
て
子
供
た
ち
へ
の
ネ
ッ
ト
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

就
学
援
助
家
庭
等
に
お
い
て
、
Ｗ
ｉ

‒

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

希
望
す
る
家
庭
に
※
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
の
貸
与
を
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

※
若
年
性
認
知
症
の
方
へ
の

支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

人
口
比
か
ら
、
本
市
に
は
若
年
性
認

知
症
の
方
が
100
名
弱
程
度
い
る
と
推
測

さ
れ
る
が
、
現
在
市
が
把
握
し
て
い
る

若
年
性
認
知
症
の
方
の
人
数
と
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

ま
た
、
若
年
性
認
知
症
の
市
民
・
企
業

へ
の
啓
発
・
広
報
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

若
年
性
認
知
症
の
人
数
は
、
要
介
護

認
定
の
方
が
8
名
、
認
定
外
で
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
を
し
て
い
る
方

が
2
名
で
あ
り
、
現
時
点
で
全
体
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
個
別
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
普
及
・
啓

発
は
、
こ
こ
数
年
、
具
体
的
に
は
で
き

て
い
な
い
が
、
今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど

も
含
め
、
効
果
的
に
進
め
て
い
く
。

東
広
島
市
地
域
共
生
推
進

条
例
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
、
東
広
島
市
地
域
共
生
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
施
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
を
制
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
中
に
認
知
症
の
方
へ
の
関
わ
り
を
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
の
地
域
共
生
推
進
条
例
は
、
認

知
症
の
方
を
含
む
す
べ
て
の
方
を
包
含

し
、
地
域
社
会
で
人
と
人
と
が
つ
な
が

り
、
互
い
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
、「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。

一 般 質 問

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■認知症になっても住みやすい
東広島を目指して

一般質問の
動画はコチラ

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■農を起点とした多様なビジネ
スの創出とブランド化の推進
について

■GIGAスクール構想の実現に
ついて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＩＣＴ　　８ページ参照
　仮想空間　　コンピューターネットワーク上の仮想的な空間やコンピューターが作り出した人工的な環境。バーチャルスペース。

※バックキャスティング思考　　あるべき理想の姿から逆算してやるべきことを考える思考法。
　ディスレクシア　　読み書きに限定した困難さを持つ疾患。知的能力の低さや勉強不足が原因ではなく、脳機能の発達に問題があるとされている。
　はあとふる　　  東広島市子育て・障害総合支援センター。「子育て支援」と「障害者相談支援」の機能を併せ持ち、個々の機能の連携による相乗効果

をねらった複合的施設。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

市
政
に
ど
う
影
響
す
る
？

質　

問

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
前
に
策

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
市
の
未

来
の
姿
や
現
在
の
取
り
組
む
べ
き
課
題

等
は
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
は
、

※
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
思
考
に
よ

り
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
設
定
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
社
会
情
勢
の
変
化
が

あ
っ
て
も
目
指
す
べ
き
「
ま
ち
」
の
姿

に
変
更
は
な
い
た
め
影
響
は
受
け
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
但
し
、
人
の
行

動
を
期
待
す
る
分
野
に
は
影
響
が
出
て

い
る
の
で
、
非
対
面
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
促
進
す
る
。

「
※
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」
っ

て
何
？

質　

問

　

日
本
で
学
習
障
害
の
一
つ
と
さ
れ
る

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
方
の
割
合
は
約

5
％
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
へ
の
認
識
と
支
援
の

状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

現
在
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に
特
化
し

た
支
援
は
な
い
が
、「
※
は
あ
と
ふ
る
」

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
、
支
援
が
必
要
な
方
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
自
立
支
援
協

議
会
を
活
用
し
、
関
係
者
の
認
識
醸
成

に
努
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
第
五
次
東

広
島
市
総
合
計
画
推
進

質　

問

　

総
合
計
画
の
主
な
取
組
み
と
し
て
、

感
染
症
に
対
す
る
予
防
接
種
率
の
向
上

及
び
ま
ん
延
の
未
然
防
止
を
掲
げ
て
い

る
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
発
生
が
今
後
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
兼
務
で
の
対
策
本
部

で
は
な
く
独
立
機
関
の
創
設
に
よ
り
、

市
民
へ
の
情
報
発
信
等
、
効
率
的
対
応

が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

国
は
高
度
な
知
見
を
持
つ
機
関
の
助

言
を
基
に
方
針
を
決
定
し
、
県
は
広
域

的
対
応
を
担
う
。
本
市
は
感
染
防
止
及

び
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
役
割
分
担
を
維
持
し
つ
つ
、
保
健

所
と
連
携
し
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
を

よ
り
的
確
に
行
っ
て
い
く
。

激
甚
化
す
る
災
害
下
で
の

総
合
計
画
推
進

質　

問

　

総
合
計
画
に
河
川
及
び
急
傾
斜
地
の

整
備
を
掲
げ
て
い
る
。
社
会
資
本
整
備

に
よ
る
強
靭
化
も
必
要
で
あ
る
が
、
過

去
の
知
見
及
び
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
か

し
、
自
然
と
共
生
し
災
害
に
繋
が
ら
な

い
取
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

社
会
資
本
整
備
は
継
続
し
つ
つ
、
里

山
保
全
に
よ
る
災
害
に
強
い
緩
衝
帯
形

成
及
び
危
険
箇
所
か
ら
の
移
住
等
、
新

た
な
発
想
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

ま
た
※
仮
想
空
間
で
構
築
し
た
三
次
元

デ
ー
タ
に
よ
る
環
境
・
治
水
評
価
等
、

新
た
な
技
術
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の推
進について

一般質問の
動画はコチラ

重
しげみつ

光　秋
と き じ

治
（龍馬会）

質問した項目
■SDGsについて

一般質問の
動画はコチラ



市議会だより　2021.11page.11

一 般 質 問

※内水浸水対策　　雨水排水能力を超える降雨により、雨を河川等の公共の水域に放流できない場合に発生する浸水への対策。
　雨水幹線　　道路側溝などの枝線から集まった雨水を取り込んで河川へ排除するための大きな雨水管。
　流域治水　　  河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その河川流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害

を軽減させる治水対策のこと。
　浚渫（しゅんせつ）　　（河川や港などの）水底の土砂をさらうこと。

地
域
強
靭
化
計
画
の
内
水

浸
水
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

東
広
島
市
地
域
強
靭
化
計
画
に
お
い

て
、
※
内
水
浸
水
対
策
と
し
て
「
浸
水

対
策
の
重
点
地
区
に
設
定
し
て
い
る
地

区
の
※
雨
水
幹
線
の
整
備
等
を
行
う
」

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う

の
か
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

急
速
に
宅
地
化
が
進
む
黒
瀬
川
上
流

の
深
堂
川
及
び
中
川
の
流
域
に
お
い
て
、

昨
年
度
ま
で
に
県
と
連
携
し
て
総
合
的

な
治
水
対
策
方
針
を
決
定
し
、
今
年
度

よ
り
調
整
池
の
新
設
や
廃
止
た
め
池
を

利
用
し
た
雨
水
調
整
施
設
の
設
置
に
着

手
し
た
。
他
の
地
域
で
も
「
※
流
域
治

水
」の
考
え
方
で
、対
策
を
進
め
て
い
く
。

河
川
整
備
及
び
管
理
の

推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

豪
雨
に
よ
り
水
量
が
増
え
る
と
、
住

宅
地
及
び
道
路
が
冠
水
す
る
被
害
が

度
々
起
こ
る
。
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
※

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
が
重
要
と
捉
え

る
が
、
現
状
の
進
捗
及
び
今
後
の
計
画

を
問
う
。

答　

弁
／
中
谷
建
設
部
長

　

県
が
令
和
3
年
3
月
に
策
定
し
た

「
河
川
内
の
堆
積
土
等
除
去
計
画
2021
」

に
基
づ
き
、
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
本
市
か
ら
も
地
域
か
ら

の
要
望
を
伝
え
、
申
し
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。
一
方
、
市
が
管
理
す
る
普
通
河

川
の
う
ち
緊
急
対
応
が
必
要
な
も
の

な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

浚し
ゅ
ん
せ
つ
渫
を
行
っ
て
い
く
。

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計

画
の
中
の
地
域
別
計
画
は

質　

問

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
に
定
め

た
地
域
別
計
画
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
行

動
計
画
と
い
う
形
で
更
に
具
体
化
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
対

し
て
、
市
長
の
意
図
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
伺
う
。
ま
た
、
旧
町
単
位
ご
と

に
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策
定
さ
れ
る

が
、
現
在
の
取
組
み
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

地
域
別
計
画
を
よ
り
具
体
化
す
る
た

め
に
、
市
内
9
つ
の
町
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
地
域
の
思
い
や
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
市
民
と
行
政
が
共
有
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
間
、

「
ま
ち
づ
く
り
夢
ト
ー
ク
」
な
ど
様
々

な
機
会
を
捉
え
、
地
域
と
の
対
話
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
地
域
の
思
い

に
市
が
寄
り
添
っ
て
具
体
化
し
、
行
動

計
画
を
策
定
し
た
い
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

質　

問

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
安
全
で
快
適

に
利
用
で
き
る
施
設
の
整
備
、
特
に
施

設
内
の
ト
イ
レ
の
改
修
や
屋
外
施
設
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
屋
根
付
き
休
憩
所
の

設
置
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
江
口
財
務
部
長

　

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
優

先
順
位
を
定
め
計
画
的
に
行
う
。
特
に
、

一
部
を
除
い
た
保
育
施
設
の
ト
イ
レ
の

改
修
は
令
和
4
〜
5
年
度
で
改
修
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
屋
根
付
き
休
憩
所
に

つ
い
て
は
、
利
用
形
態
を
考
慮
し
た
上

で
対
応
す
る
。

一 般 質 問

池
い け だ

田　隆
たかおき

興
（清新の会）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の中
の地域別計画について

■公共施設の維持管理について
■東広島市の地籍調査について

一般質問の
動画はコチラ

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■近年の雨による災害について
■コロナ禍における児童生徒の
安全について

一般質問の
動画はコチラ



市議会だより　2021.11 page.12

一 般 質 問

※ガイドライン　　  令和２年５月に、内閣府男女共同参画局が、災害対応に当たって地方公共団体が取り組むべき事項をまとめ
た『災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～』。

女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
・
復
興
に
つ
い
て

質　

問

　

2021
年
8
月
、「
女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
・
復
興
に
つ
い
て
〜
地
方
公
共
団

体
の
取
組
推
進
の
た
め
に
〜
」
と
の
方

向
性
が
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
か
ら

示
さ
れ
た
。
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
極

め
て
重
要
な
視
点
と
考
え
る
が
、
本
市

の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、
国
の
※
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
教
訓
と
し
て
、
次
の
3
点
の
必
要
性

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
方
向
性

を
伺
う
。

　

①
政
策
・
方
針
を
決
め
る
過
程
に
女

性
が
参
画
し
て
い
な
い
。

　

②
災
害
対
応
に
お
い
て
男
女
の
ニ
ー

ズ
の
違
い
に
配
慮
が
な
い
。

　

③
災
害
が
起
き
て
か
ら
急
に
男
女
共

同
参
画
の
視
点
で
対
応
で
き
な
い
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
「
平
常
時
か

ら
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
防
災
・

復
興
の
基
盤
と
な
る
」
な
ど
の
基
本
方

針
と
、「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
・
修
正
」「
自
主
防
災
組
織
」「
物

資
の
供
給
」「
避
難
所
の
生
活
環
境
の

改
善
」
な
ど
35
の
取
り
組
む
べ
き
事
項

が
示
さ
れ
て
い
る
。
令
和
2
年
3
月
に

作
成
し
た
「
第
3
次
東
広
島
市
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
」
に
お
い
て
、
基
本

目
標
の
「
安
心
づ
く
り
」
に
方
向
性
と

し
て
、「
防
災
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
」
を
位
置
付
け
、
自
主
防
災

組
織
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
啓
発

や
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
避

難
所
の
運
営
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
女
性
の
視
点

か
ら
の
防
災
・
復
興
に
取
り
組
む
。

通
学
路
の
総
点
検
・
調
査

の
実
施
に
つ
い
て

質　

問

　

通
学
路
の
総
点
検
・
調
査
を
踏
ま
え

た
危
険
箇
所
の
整
備
の
進
捗
状
況
と
周

知
に
つ
い
て
伺
う
。
点
検
結
果
が
出
て

も
す
ぐ
に
対
応
が
で
き
な
い
通
学
路
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
伺
う
。

学
校
に
お
い
て
登
下
校
の
指
導
及
び
情

報
把
握
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

毎
年
、
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
会
議
で
は
改

善
要
望
66
件
の
う
ち
必
要
箇
所
に
つ
い

て
、
9
月
を
目
途
に
合
同
点
検
を
行
う
。

す
ぐ
に
対
応
が
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い

て
は
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
情
報
共
有
し
、

通
学
路
に
出
て
誘
導
を
行
う
な
ど
、
安

全
を
確
保
し
て
い
る
。

　

危
険
箇
所
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
や
地
域
の
関
係
団
体
等
と
連
携
し

把
握
し
て
お
り
、
児
童
に
周
知
・
指
導

し
て
い
る
。

危
機
管
理
行
政
に
つ
い
て

質　

問

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
電
波
が
届
か
な
い
地

域
に
つ
い
て
の
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

災
害
関
連
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
か
つ
確
実
に

発
信
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
一
人

一
人
に
、
よ
り
適
切
な
避
難
行
動
を
促

す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

「
災
害
死
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
目
指
す
。

一 般 質 問

加
か ね

根　佳
よ し き

基
（公明党）

質問した項目
■通学路の総点検・調査の実施
について

■危機管理行政について
■小中学校の新型コロナウイル
ス感染症対策について

一般質問の
動画はコチラ

竹
たけがわ

川　秀
ひであき

明
（公明党）

質問した項目
■女性の視点からの防災・復興
について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※流域治水　　11ページ参照

※地域防災マップ　　  各地域において、災害発生時に地域の役立つものや危険な箇所について、行政ではなく地域住民が主体と
なり作成する防災地図のこと。

防
災
マ
ッ
プ
に
疑
問
？

机
上
論
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

質　

問

　

6
月
配
布
の
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

「
地
域
の
浸
水
区
域
が
載
っ
て
い
な
い
」

と
市
民
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
市
は
「
過
去
の
浸
水
実
績
を
掲
載

す
る
た
め
平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
浸
水

実
績
調
査
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
不
測
の
時
間
を
要
し
、
掲
載

で
き
な
か
っ
た
」
と
回
答
。
主
要
5
県

河
川
の
浸
水
想
定
区
域
だ
け
の
表
示
で

は
、
机
上
論
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
出
水
期
に
間
に
合

わ
せ
る
こ
と
を
優
先
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
お
役
所
仕
事
」
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

浸
水
実
績
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
な
く
て
も
避
難
に
大
き
な
支
障
は

な
い
と
考
え
た
が
、
市
民
へ
の
災
害
に

対
す
る
注
意
喚
起
や
避
難
へ
の
啓
発
に

な
る
の
で
、
既
存
の
デ
ー
タ
を
掲
載
す

べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

※
地
域
防
災
マ
ッ
プ
作
成

の
積
極
的
支
援
を
明
言
‼

質　

問

　

今
年
度
広
島
県
は
本
市
す
べ
て
の
県

河
川
に
つ
い
て
浸
水
想
定
区
域
を
指
定

す
る
予
定
。
マ
ッ
プ
の
完
成
を
少
し
遅

ら
せ
れ
ば
、
よ
り
市
民
の
役
に
立
つ
有

効
な
マ
ッ
プ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
浸
水
区
域
が

整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
申
し
訳

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
実
情
に
応

じ
た
避
難
経
路
な
ど
、
地
域
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
際
に
は
、
適
切
な
情
報

提
供
な
ど
、
し
っ
か
り
と
支
援
す
る
。

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働

す
る
治
水
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

近
年
、
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

河
川
の
流
域
全
体
で
の
取
組
み
や
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
と
協
働
し
た
治
水
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
水
田
地
帯
で
あ
る
本
市

は
、
利
水
関
係
者
と
の
協
働
が
有
効
で

あ
り
、
た
め
池
等
の
事
前
放
流
の
動
機

付
け
と
な
る
交
付
金
制
度
の
創
設
が
で

き
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

中
谷
建
設
部
長

　

こ
れ
ま
で
は
、
河
川
管
理
者
等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
き
た

が
、
気
候
変
動
に
よ
り
対
応
出
来
な
く

な
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協

働
す
る
「
※
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
が

必
要
で
あ
る
。
た
め
池
等
の
活
用
や
事

前
放
流
の
動
機
付
け
と
な
る
交
付
金
制

度
の
創
設
等
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す

る
。公

共
施
設
（
石
碑
）
の

適
正
な
管
理
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
が
管
理
す
る
施
設
内
に
多
数
の

石
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
管
理
上
の

責
任
を
負
う
者
、
地
震
等
に
対
す
る
安

全
性
に
つ
い
て
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
江
口
財
務
部
長

　

学
校
、
公
園
等
の
石
碑
は
把
握
し
て

い
る
が
、
全
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

管
理
責
任
は
建
立
さ
れ
た
方
等
に
あ
る

が
、
市
有
地
の
場
合
は
市
に
も
あ
り
、

全
容
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
管
理

状
況
が
不
良
な
場
合
は
、
住
民
自
治
協

議
会
等
に
相
談
し
な
が
ら
対
応
を
進
め

る
。

一 般 質 問

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■公共施設の適正管理について
■治水対策について

一般質問の
動画はコチラ

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■危機管理“お役所仕事”に疑問
■脱“お役所仕事”職員の意識改
革について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

小
中
学
校
の
長
寿
命
化
・

増
改
築
に
つ
い
て

質　

問

　

小
中
学
校
の
長
寿
命
化
・
増
改
築
に

つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
國
廣
学
校
教
育
部
長

　

中
長
期
的
な
整
備
計
画
と
な
る
「
東

広
島
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
を

昨
年
度
策
定
し
た
。

　

建
築
後
30
年
を
経
過
し
て
い
る
学
校

施
設
が
58
％
あ
り
、
今
後
劣
化
が
加
速

す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、

こ
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
最
初
の

工
事
と
し
て
、
築
年
数
の
古
い
、
東
西

条
小
学
校
と
西
条
中
学
校
の
設
計
に
と

り
か
か
っ
た
。

　

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
健
康
に
配
慮
し
た
、
質
の

高
い
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
教
員
の
不
足

に
つ
い
て

質　

問

　

教
員
志
望
者
の
減
少
理
由
と
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

長
時
間
勤
務
や
保
護
者
の
要
望
の
多

様
化
等
に
よ
り
、
教
員
の
負
担
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
る
。

　

長
時
間
勤
務
を
低
減
す
る
対
策
と
し

て
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

他
に
も
、
中
学
校
の
部
活
動
指
導
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者
に
よ
る

検
討
委
員
会
で
、
現
在
協
議
し
て
い
る
。

　

ま
た
こ
こ
数
年
教
員
の
早
期
退
職
者

が
増
加
し
、
本
年
度
も
厳
し
い
状
況
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委
員

会
に
中
長
期
的
な
視
野
で
の
適
正
な
教

員
採
用
と
配
置
を
強
く
要
望
し
た
い
。

片
かたやま

山　貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■持続可能な学校運営について

一般質問の
動画はコチラ

政策研究会が生まれ変わりました
　市政に関する重要な政策や地域課題について、※これまで以上に機動性をもって調査・研究
を行うことができるよう、政策研究会を見直しました。
　新しい政策研究会では、会派や委員会の枠を超えて複数の議員で構成する研究会を結成し、
特定のテーマを掲げて調査・研究を進めます。
※ これまでは議員の中から８名を政策研究会委員として選任し、市民や議員から提案を受けた
案件や重要な政策課題について、調査研究を行う常任委員会を決定するなどの調整を行って
いました。
　９月現在で、次の４つの政策研究会を結成・活動しています。

政策研究会の名称 調査・研究の内容 構成議員数

消防団研究会 消防団員の確保と処遇改善など ４名

アグリ研究会 農業の担い手確保対策、収益性の高い仕組
みづくりなど ４名

グローカル経済研究会 市内の経済活性化、市内企業の国際化推進
など ５名

情報アクセシビリティ研究会 市民への情報発信の在り方など ４名



市
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声

The letter from a citizen
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子どもと親とでルールづくり
 野

のぐち
口　好

よしこ
子（八本松町）

安芸津での暮らし
 佐

さえき
伯　幸

こうじ
治（安芸津町）

　子ども達にとって今年の夏はコロナ感染対

策のために、外出が自由にできませんでした。

　友達とタブレットやスマホでゲームをして

過ごすことが多かったと複数の親御さんから

聞きました。子どもは大人の感覚よりはるか

に先を進んでおり、タブレットなどはいとも

簡単に使いこなしてしまいます。

　ゲームを有利に進めるためのアイテム取得

のため、ソフトのなかで課金が行われます。

少額でも回数が重なると、知らぬ間に高額を

支払うことになってしまいます。

　子どもを放置しておくと、とんでもない深

みにはまってしまいます。早いうちに子ども

と話し合い、家庭でのルールづくりをしても

らいたいと願います。何よりも子ども達を守

るために！

　安芸津に越してきてはや３ヶ月。ここでの

生活にもだいぶ慣れてきました。僕は広島大

学４回生です。今は同じ大学の友人と古民家

でシェアハウスをしています。

　僕たちが住んでいる安芸津町小松原は、安

芸津の中でもお店が少ない地域で最寄りのコ

ンビニまで５㎞もあります。

　大学４回生ということで学校の授業もほと

んどなく、風早にある魚屋さんでアルバイト

をしながら、田舎暮らしを堪能しています。

　古民家の家賃はたったの3,000円、それも

２人で。食費や光熱費などを含めても月に２

万円ほどしかかかりません。

　大学の友人やアルバイト先の人たちを招待

して庭で２週間に１度開催するバーベキュー

大会を楽しみに安芸津を満喫しています。

令和3年第4回定例会の日程

東広島市議会

11月
日 月 火 水 木 金 土

12月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

本会議
（初日）

常任委員会
（議案審査）

１ ２ ３ ４

常任委員会（議案審査）

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

本会議（一般質問）

12 13 14 15 16 17 18

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

予備日

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

耳マーク

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　東広島市議会では、新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡大防止のため、本会議及び委員会等の傍聴につ
いては、当面の間、自粛をお願いしています。
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指消毒剤で消毒、マスク
の着用、咳エチケットなどを徹底いただきますとともに、他の傍聴者との間隔を空けて座っていただきますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子は、KAMONケーブルテレビで生中継し、インターネット（YouTube）でも生配信して
います。また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネット（YouTube）で生配信しています。
市議会ホームページからアクセスできますので、ご利用ください。
　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
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■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

河内の街並みと広島空港大橋（河内町）

リバーサイドフェスティバルの風景
　河内町を代表するお祭りである「リバーサイドフェスティバル」は、平
成30年７月豪雨災害以降、中止、会場変更を余儀なくされましたが、４
年ぶりに椋梨川沿いの河内市民グラウンドでの開催となりました。写真は、
リバーサイドフェスティバル名物で子どもたちに大人気の「鮎のつかみ取
り」で、子どもたちが取った鮎を炭火で焼きあげているところです。
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正
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岸
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後
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れ
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は
慎
重
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ら
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